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1 「Easy Configure」について

「Easy Configure Version 2」（以下本ソフトウエアと略します）は、「CentreCOM AR300/AR300L」
（以下本製品と略します）に対して基本的な設定を施すためのソフトウエアです（CD-ROM に収録さ
れております）。グラフィカルなユーザーインターフェースにより、ボックスのチェックや入力欄への
最小限の文字入力によって本製品に設定を施すことができます。特に、「インターネットサービスプロ
バイダへの接続」や、「本製品は使い始めたばかりでコマンド入力による設定はちょっと」と言われる

お客様は、ぜひこのソフトウエアをお役立てください。1

・動作内容
お客様の環境に応じて、本ソフトウエアのボックスのチェック「 ✓」や、入力欄への文字入力を

行います。ボタンクリックで、お客様の環境のためのコマンドを羅列したファイル（設定ファイ
ル）が作成されます。設定ファイルのコマンドは、「送信方法」で指定された方法で自動的に本
製品に送信され、本製品が再起動するときは施した設定で起動します。
EasyConf.eps

図1.0.1：Easy Configure の動作

・動作環境2

Windows 98/95 またはWindowsNT 4.0

1. 本ソフトウエアは、本製品の基本的な設定項目を網羅しておりますので、本ソフトウエアの設
定と本ソフトウエアが出力した設定スクリプト（ファイル）の内容をご覧になることにより、
コマンドに対する理解が深まります。基本的なコマンドの説明は、別冊「取扱説明書」の「4.5
具体的な設定における操作例」（p.71）にあります。

2. 本製品のコンソールターミナルとしてご使用になるコンピュータにインストールすると便利
です。コンソールターミナルの説明は、別冊「取扱説明書」の「3.1 コンソールターミナルの
設定」（p.41）にあります。
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・応用例
インターネットサービスプロバイダ（ISP）に接続するための設定を施す

・ダイアルアップ接続サービス（個人向けの端末型または LAN型）
・専用線接続

ISDNや専用線によって拠点を IP 接続するための設定を施す

ご購入時の状態の本製品を ISDN経由で設定する1

・送信方法
コンソールポート（シリアル）または IPネットワーク経由（LANまたは WAN経由）

2 インストール

1. 下記のものをご用意ください。

・ 本製品に付属のCD-ROM
・ Windows 98/95またはWindowsNT 4.0がインストールされたコンピュータ

2. Easy Configure をインストールするコンピュータで実行中のアプリケーションがある場合は、す
べて終了させてください。

3. 付属の CD-ROM を、コンピュータのCD-ROMドライブにいれてください。

4. デスクトップの「マイコンピュータ」アイコン→「CD-ROM」アイコン→「Easy Configure」
フォルダ→「Disk1」フォルダと進み、「Setup.exe」アイコンをダブルクリックしてください。
Setup.exe

図2.0.1：Setup アイコン

1. 遠隔地で本製品のスイッチを操作する協力者が必要です。スイッチについての説明は、別冊
「取扱説明書」の「 遠隔地からの操作を受け付ける」（p.140）にあります。また、専用線、フ
レームリレーをご使用の場合も可能ですが、設定対象の本製品に対して IP アクセスができる
ように設定しておかなければなりません。
Easy Configure



5. インストールが始まり、「ようこそ」画面が現れたら内容をお読みのうえ、「次へ」ボタンをク
リックしてください。「製品ライセンス契約」画面が現れますので、契約の内容をお読みくださ
い。契約のすべての条項に同意する場合は、「はい」ボタンをクリックしてください。インストー
ルが継続されます。同意しない場合は、「いいえ」ボタンをクリックしてください。インストー
ルを中止します。
greeting.tif、license.tif

図2.0.2：「ようこそ」と「製品ライセンス契約」画面
インストール 7
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6. Easy Configure をインストールするディレクトリを確認してください。デフォルトでは、「¥Prog
ram Files¥CentreCOM AR300 Easy Configure」フォルダにインストールされます。よければ、
「次へ」ボタンをクリックしてください。変更する場合は、「参照」ボタンをクリックし、他の
フォルダを選択してください。
instsaki.tif

図2.0.3：インストール先フォルダの確認

7. プログラムフォルダを選択します。デフォルトでは、「スタート」ボタン→「プログラム」フォ
ルダに「CentreCOM AR300 Easy Configure」が登録されます。デフォルトでよければ、「次
へ」ボタンをクリックしてください。変更する場合は、「プログラムフォルダ」欄にご希望の名
称を入力し、「既存のフォルダ」でご希望のフォルダを指定して、「次へ」ボタンをクリックして
ください。
progfold.tif

図2.0.4：プログラムフォルダの選択
Easy Configure



8. ファイルのコピーが始まります。次の画面が表示されたら、「Easy Configure」 ソフトのインス
トールは完了です。内容をお読みになり、「完了」ボタンをクリックしてください。
finish.tif

図2.0.5：セットアップの完了
インストール 9
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3 アンインストール

Easy Configure をアンインストールする場合は、「コントロールパネル」→「アプリケーションの追
加と削除」と進み、「CentreCOM AR300 Easy Configure Ver.2.0」を選択して、「追加と削除」ボタ
ンをクリックしてください。

contpane.tif、appadddel.tif

図3.0.1：アンインストール
Easy Configure



4 Easy Configure の操作方法

4.1 コマンド送信方法の決定

1. Easy Configure は、本製品にコマンドを送信する方法として、次の 2 つを選択できます。状況
に応じて、方法を決定してください。決定した方法は、後述の手順 8で指定します。

・シリアルポート経由
Easy Configure を実行するコンピュータと本製品をコンソールケーブルで接続できる状況
であれば、こちらの選択をお勧めします。

・ IP ネットワーク経由
Easy Configure を実行するコンピュータと本製品をコンソールケーブルで接続できない状
況、例えばコンピュータが本製品の設置場所から遠く離れているといった場合、こちらを選
択します。こちらを選択する場合、あらかじめ Easy Configure を実行するコンピュータと
本製品が IPネットワーク経由で通信できるようにしておかなければなりません。

4.2 準備

2. 本製品を設置し、WAN回線、LAN、電源の配線を行ってください。Easy Configureを実行する
コンピュータを LAN に接続してください。Easy Configure を実行するコンピュータと本製品を
コンソールケーブルで接続してください。設置・配線についての詳細は、別冊「取扱説明書」の
「2.4 設置する」（p.31）をご覧ください。

3. 本製品の電源をオン（｜側）にしてください。本体正面の 3つの ISDNランプが点灯します。約
１分後、本製品の起動が完了し、本製品を回線に接続している場合は 3つのうちACTIVITY ラン
プだけが点灯、回線に接続していない場合は 3つのランプがすべて消灯します。この状態になる
までお待ちください。

4. Easy Configure を実行するコンピュータ上で、他の通信ソフトウエアを実行している場合は、終

了させてください。1

設定を開始してから設定を終えるまでの間は、本製品の電源を切らないでください。この手順を
誤ると、正しく設定されません。

1.「シリアルポート経由」による送信を選択すると、Easy Configure と他の通信ソフトウエアに
よって、コンピュータのシリアルポート（COM）の競合が発生します。
Easy Configureの操作方法 11
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4.3 Easy Configure の実行

5. デスクトップの「スタート」→「プログラム」→「CentreCOM AR300 Easy Configure」を選
択してください。Easy Configure が起動し、次の画面が現れます。
easystart.tif

図4.3.1：起動画面

6. お客様の環境に応じて、画面のプルダウンメニューの選択、ボックスのチェック「 ✓」、入力欄へ

の文字入力を行ってください1。ここでは、必要な項目に対する操作が完了したと仮定して、次
の手順に進みます。各項目の詳細は、次の「5 設定項目について」（p.20）で説明します。

1.「クリア」ボタンをクリックすると、現在選択されているタブの全項目がクリアされます。ま
た、「ファイル」→「新しい設定を作成」を選択することによっても、施した設定を破棄し、
すべての設定項目を初期状態に戻すことができます。
Easy Configure



4.4 送信方法の指定

7. コマンドを送信する方法を選択します。「オプション」→「送信方法」を選択してください。
option.tif

図4.4.1：オプションから送信方法を選択

8. 「設定の送信」ダイアログが現れます。「IP ネットワーク経由」（Telnet）または「シリアルポー

ト経由1」（コンソールポート）を選択し、「OK」ボタンをクリックしてください。
method_telnet.tif

図4.4.2：送信方法の指定

1.「シリアルポートの設定」には、本製品のデフォルトの通信バラメータが設定されています。
Easy Configureの操作方法 13
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4.5 送信

9. 「設定を作成」ボタンをクリックしてください。
makeconf.tif

図4.5.1：設定を作成

10. 「作成した設定」ダイアログが現れます。「設定を送信」ボタンをクリックすると設定コマンドが
送信されます。「設定の編集」ボタンをクリックすると、このダイアログの中で設定内容を直接
編集することができます。編集を終えるには、「編集の終了」ボタンをクリックしてください（「設
定の編集」ボタンをクリックするとボタンの名称が「設定の終了」に変わります）。「再設定」ボ
タンをクリックすると、手順 9 に戻ります。
confmade.tif
Easy Configure



図4.5.2：作成された設定コマンド

11. 手順 8で「IP ネットワーク経由」を選択した場合、本製品の IP アドレスを指定するためのダイ

アログが現れます1。「IPアドレス」プルダウンメニューから該当する IP アドレスを選択し、「OK」
ボタンをクリックしてください。「シリアルポート経由」の場合は、現れません。
specifyip.tif

図4.5.3：本製品の IPアドレスの指定

12. ユーザー「manager」に対するパスワードを入力し、「OK」をクリックしてください。デフォル
トのパスワードは「friend」です。
authentication.tif

1. 前述の手順 1であらかじめ設定しておいた IP アドレスを入力します。
Easy Configureの操作方法 15



16
図4.5.4：パスワードの入力

13. 手順 12 で入力したパスワードがデフォルトの場合、パスワードの変更を促すダイアログが現れ
ます。「新しいパスワード」と「確認」欄に同じ文字列を入力し、「OK」ボタンをクリックしてく
ださい。ふたつの欄の文字列が異なっている場合、「OK」ボタンをクリックすることができませ
ん。「変更しない」ボタンをクリックすると、パスワードを変更せず次に進むことができます。
newpassword.tif

図4.5.5：パスワードの変更

14. 設定の経過を表示するダイアログが現れ1、続いて「完了」ダイアログが現れます。「完了」ダイ
アログが現れた時点で、本製品は再起動されており、施された設定となっています。「OK」ボタ
ン、続いて「設定画面に戻る」ボタンをクリックして、各ダイアログを閉じてください。
progress.tif、sendfinish.tif

1. IP ネットワーク経由の場合、Easy Configure は Telnet で本製品にログインし、LOAD コマ
ンド（TFTPクライアント）によって設定ファイルをロードします（Easy Configureが TFTP
サーバーとなります）。最後に「SET CONFIG=filename. CFG」を実行して、リスタート（再
起動）します。
シリアルポート経由の場合、設定コマンドのひとつひとつが送信されその都度実行されます。
最後に「CREATE CONFIG=filename.CFG」と「SET CONFIG=filename.CFG」を実行して、
リスタートします。
設定ファイル名「filename.CFG」は、デフォルトでは「RMCONF.CFG」となりますが、Easy
Configure によって設定ファイルをコンピュータに保存した場合、またはあらかじめ作成され
ていた設定ファイルを読み込んだ場合は、そのファイル名が使用されます。
Easy Configure



図4.5.6：設定の経過（IPネットワーク経由）
progress_serial.tif

図4.5.7：設定の経過（シリアルポート経由）
Easy Configureの操作方法 17
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4.6 設定を保存（設定ファイルを開く）

15. 「設定を保存」ボタンのクリック、または「ファイル」→「設定に名前を付けて保存」を選択す
ると次のダイアログが現れ、手順 6 で設定した内容をファイルに保存しておくことができます。
「ファイル名」を入力し（拡張子は「.CFG」）、「保存」ボタンをクリックしてください。保存した

設定ファイルは、「ファイル」→「設定ファイルを開く」で読み込むことができます1（読み込み
後に設定内容を変更し、再度本製品に送信するといったことが可能です）。
savefile.tif

図4.6.1：設定の保存

1. 保存のとき、拡張子「.CFG」と拡張子「.RCF」の 2 つのファイルが作成されます。拡張子
「.RCF」のファイルは、読み込みのとき参照されるので削除しないでください。
Easy Configure



4.7 終了

16. 「終了」ボタンのクリック、または「ファイル」→「終了」を選択してください。設定の保存を
促すダイアログが現れた場合、設定を保存するときは「はい」ボタンをクリックしてください。
「はい」をクリックすると図 4.6.1 のダイアログが現れますので、手順 15にならい保存してくだ
さい。「いいえ」ボタンをクリックすると、設定は保存されずに Easy Configureは終了します。
easyend.tif、saveyesno.tif

図4.7.1：終了
Easy Configureの操作方法 19
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5 設定項目について

プルダウンメニューの選択、ボックスのチェック「 ✓」、入力欄への文字入力、ボタンのクリックによっ

て、お客様の環境に応じた設定を施します。プルダウンメニューの選択項目や、ボックスのチェック
「 ✓」に応じて、入力必要な欄が変化します。各項目についての詳細は、以下をご覧ください。

5.1 「共通設定」ページ

WAN 回線の種類、Ethernet インターフェース、NAT、Syslog、DHCP、アナログポートなど、ロー
カルな環境に関する設定です。

commonitem.tif

図5.1.1：「共通設定」ページ

①接続形態

本製品が接続されているWAN 回線の種類を次の 3つの中から選択してください。

・ ダイヤルアップ接続（ISDN）
・ 64Kbps 専用線接続
・ 128Kbps 専用線接続

①

②

③

④

⑤

⑥

Easy Configure



②TCP/IP の設定

・ Ethernetインターフェース

・本製品の Ethernet インターフェースに割り付ける「IP アドレス」と「ネットマスク」
を入力してください。

・ LAN（Ethernet インターフェース）に他のルーターが接続されており、そのルーター
とRIP によって経路情報をやりとりする場合は、「RIP を使用」をチェック「 ✓」して

ください。

・ スタティックルートの設定
LAN（Ethernet インターフェース）に他のルーターが接続されており、そのルーターに対
してスタティックルートを設定する場合は、このボタンをクリックしてください。「LAN 側
のスタティックルートの設定」ダイアログが現れます。

・「IP アドレス」「ネットマスク」は、他のルーターによって隣接するネットワークのア
ドレスとネットマスクを入力してください。

・「インターフェース」は、「eth0」を選択してください。

・「ネクストホップ」は、他のルーターの Ethernet インターフェースの IP アドレスを入
力してください。

・「追加」ボタンをクリックすると入力した値が確定し、「経路情報の一覧」に表示され
ます。

・「経路情報の一覧」で「IPアドレス」を選択し「編集」ボタンをクリックすると、一覧
の値が入力欄に表示され変更できます。変更した値を確定する場合は「追加」ボタン
をクリックしてください。

・「経路情報の一覧」で「IPアドレス」を選択し「削除」ボタンをクリックすると、選択
した経路情報を削除できます。

・「OK」ボタンをクリックすると、「経路情報の一覧」の内容が確定し、「LAN 側のスタ
ティックルートの設定」ダイアログが閉じます。

・「キャンセル」ボタンをクリックすると、「経路情報の一覧」の「追加」「編集」「削除」
による変更を行わずに、「LAN側のスタティックルートの設定」ダイアログが閉じます。
設定項目について 21
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・ MS Networks のパケットは通過させない
事業所などの拠点間を接続するとき、WAN を経由して MS Networks（Windows 98/95、
WindowsNTなど）のアクセスを行わない場合、これをチェック「 ✓」してください。

③アドレス・ポート変換機能（ENAT）

「アドレス・ポート変換機能」は、ある「IP アドレス」と「ポート」の組を、他の「IP アドレス」
と「ポート」の組に変換する機能です。この機能を使用する場合は、「詳細設定」ボタンをクリッ
クしてください。「アドレス・ポート変換の詳細設定」ダイアログが現れます。詳しくは、「5.2
アドレス・ポート変換機能」（p.24）をご覧ください。

④Syslog サーバの設定

本製品は、ログを出力する機能を持っています。ログをSyslog サーバに送信する場合、Syslog
サーバの IP アドレスを入力してください。

⑤DHCP サーバの設定

DHCP サーバ機能は、DHCP クライアントからの要求に対して、指定した範囲の IP アドレスの
ひとつと、ネットワークに関連するその他の情報を、DHCP クライアントに与える機能です。こ
の機能を使用する場合、「DHCP サーバ機能を使用」をチェック「 ✓」してください。

・ DHCP サーバがDHCPクライアントに提供する IPアドレスの範囲を設定します。「開始 IP
アドレス」と「提供する IPアドレス数（個）」によってその範囲を指定してください。例え
ば、「192.168.10.16 ～ 47」の範囲の場合、「192.168.1.16」「32」となります。「提供す
る IP アドレス数（個）」は、LAN に存在するMacintosh、Windows 98/95 などのDHCP
クライアント数に応じた過不足のない個数を入力してください。開始 IP アドレス、提供す
る IPアドレス数は、2の累乗で割り切れない数字を指定することができます。

・ DHCP クライアントに与える IPアドレス以外の情報を設定します。通常、「デフォルトルー
ト」「ネットマスク」は、前述の Ethernet インターフェースの「IP アドレス」「ネットマス
ク」と同じものになります。「DNSサーバ」には、お客様の環境におけるDNSサーバの IP
アドレスを入力してください。

・ DHCP サーバによって与えられる IPアドレスの「使用期限」を指定します。デフォルトは、
「3600」秒です。通常、この値は変更する必要はありません。

⑥アナログポートの設定

アナログポートを持つ AR300をご使用であり、ISDN のお申し込み時にダイヤルインサービス1

のご契約をされた場合にだけ、この項目の設定を行ってください。2
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・ グローバル着信
「ダイヤルイン」サービスのご契約をされており、「グローバル着信」のお申し込みをされて
いる場合、この項目をチェック「 ✓」してください。

・ 契約者回線番号
ご契約時の ISDN回線の電話番号の下 4桁を入力してください。例えば、契約者回線番号が
「03-1234-1111」の場合、「1111」を入力します。契約者回線番号、ダイヤルイン番号の
入力欄には両方とも電話番号を入力してください（片方だけの入力では正しく設定できませ
ん）。

・ ダイヤルイン番号
ダイヤルインの電話番号の下 4桁を入力してください。例えば、ダイヤルイン番号が「03-
1234-1112」の場合、「1112」を入力します。契約者回線番号、ダイヤルイン番号の入力
欄には両方とも電話番号を入力してください（片方だけの入力では正しく設定できません）。

・ ポート
契約者回線番号とダイヤルイン番号の囲みの両方にあります。それぞれの電話番号で着呼し
たとき、鳴動させたい機器のポートを指定してください。「0」はアナログポート 1、「1」は
アナログポート 2 を指定します。アナログポートは 2 つのみであるため、一方を決定すれ
ば、もう一方も決定されます。

・ オートハッシュ
アナログポートに接続された機器からのダイヤル信号が一定期間途絶えたら（電話番号を入
力し終えたら）、自動的にダイヤルを開始する機能です。契約者回線番号とダイヤルイン番
号の囲みの中の両方にあり、アナログポートごとに設定が可能です（この設定は、ダイヤル
インサービスにご契約になっていない場合も利用できます）。

・ 発呼までの時間
「オートハッシュ」機能によって自動的にダイヤルを開始するために、電話番号の入力が終
わったと判断するまでの待ち時間を秒数で指定します。デフォルトは「5」秒です。

1. ダイヤルインサービスとは、契約者回線番号（ISDN回線の電話番号）とは別に、見かけ上複
数の追加電話番号を利用できるようにするサービスです。着信時にはネットワーク側から着番
号情報が通知されるので、本製品はその情報をもとに鳴動させるべき機器（内線）の特定を行
います。
ダイヤルインサービスをご契約になると、「グローバル着信」サービスのお申し込み（無料）
ができるようになります。「グローバル着信」をお申し込みになると、ダイヤルイン番号によ
る着信では着番号が通知されますが、契約者回線番号による着信では着番号が通知されませ
ん。グローバル着信によって、例えば契約者回線番号への電話はすべての電話を鳴動させ、ダ
イヤルイン番号への電話は特定の機器を鳴動させるといったことができます。

2. ダイヤルインサービスのご契約をされていない場合、契約者回線番号にかかってきたアナログ
通話は、すべてのアナログポートに接続されている機器を鳴動させます。
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5.2 アドレス・ポート変換機能

「アドレス・ポート変換機能」は、ある「IP アドレス」と「ポート」の組を、他の「IP アドレス」と
「ポート」の組に変換する機能です。この機能は、「アドレス・ポート変換の詳細設定」ダイアログで
行います。

natitem.tif

図5.2.1：アドレス・ポート変換の詳細設定

・ NATのタイプ
次の 4種類があります。各タイプに応じて、プライベートアドレス、グローバルアドレスに関す
る入力項目が異なります。また、タイプによっては複数を組み合わせて使用することが可能です。

・ スタティックNAT1

ひとつのプライベートアドレス2 を、ひとつのグローバルアドレス3に変換します。変換は
固定的であるため、プライベートネットワークに置かれているサーバーをインターネット
（グローバルネットワーク）に公開することができます。ポート番号は変換されないため、

1. Network Address Translation

2.「プライベートアドレス」を持つパケットは、インターネットに送信してはいけません。「プラ
イベートアドレス」は、「10.0.0.0 ～ 10.255.255.255」、「172.16.0.0 ～ 172.31.255.255」、
「192.168.0.0 ～ 192.168.255.255」の範囲の IP アドレスで、ローカルな環境であれば自由
に使用できます。

3.「グローバルアドレス」を持つパケットは、インターネットに送信することができます。「グ
ローバルアドレス」は、「特殊な用途で使用される IP アドレス」と「プライベートアドレス」
を除く IP アドレスで、インターネットサービスプロバイダとの契約で取得することができま
す。
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インターネットを起源とするTCP、UDP、ICMP によるすべてのセッションやデータフロー
はサーバーに届きます。

・プライベートアドレス
「IP アドレス」をひとつ入力してください。

・グローバルアドレス
「IP アドレス」をひとつ入力してください。

・ ダイナミックNAT
複数のグローバルアドレスをプールしておき、プライベートネットワークからインターネッ
トへのアクセスが発生したら、そのプライベートアドレスに対してプールしておいたグロー
バルアドレスのひとつをマップします。アクセス（セッションやデータフロー）が終了する
と、マップされていたグローバルアドレスはプールに戻され、次の新たなアクセスのために
使用されます。ポート番号は変換されません。プライベートアドレスとグローバルアドレス
がマップされている間だけ、インターネットを起源とするセッションやデータフローは、
マップされているプライベートアドレスに届きます。

・プライベートアドレス
「IP アドレス」は、NATを適用するプライベートアドレスの先頭を入力します。「ネッ
トマスク」は、NAT を適用する範囲をネットマスクの形式で入力します。例えば、
「192.168.10.16 ～ 23」の範囲の場合、IPアドレスに「192.168.1.16」、ネットマス
クに「255.255.255.248」を指定します。

・グローバルアドレス
インターネットへのアクセスで使用するグローバルアドレスのプールの先頭を入力し
ます。「ネットマスク」は、プールの範囲をネットマスクの形式で入力します。例えば、
「192.168.10.16 ～ 47」の範囲の場合、IPアドレスに「192.168.1.16」、ネットマス
クに「255.255.255.224」を指定します。

・ ダイナミック ENAT1

複数のプライベートアドレスをひとつのグローバルアドレスに変換します（ポート番号も含

めて動的に変換されます）2。プライベートネットワークを起源とするインターネットへのア
クセスだけが可能です。グローバルアドレスとして、ppp0 などの物理インターフェースを

指定することができます3。

1. enhanced NAT

2. 端末型ダイヤルアップ接続サービスをご利用の場合、「ダイナミック ENAT」、グローバルアド
レスでインターフェース「ppp0」を選択します。

3. ダイナミック ENAT の場合だけ、インターフェースを指定することができます。
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・プライベートアドレス
「IP アドレス」は、NATを適用するプライベートアドレスの先頭を入力します。「ネッ
トマスク」は、NAT を適用する範囲をネットマスクの形式で入力します。例えば、
「192.168.10.16 ～ 23」の範囲の場合、IPアドレスに「192.168.1.16」、ネットマス
クに「255.255.255.248」を指定します。

・グローバルアドレス
「IP アドレス」をひとつ入力してください。または、「インターフェースを指定」を
チェックし、インターフェース（ppp0、eth0）を指定することができます。

・ スタティック ENAT
プライベートアドレスとポートの 1 対を、グローバルアドレスとポートの 1 対に、変換し
ます。変換は固定的であるため、プライベートネットワークに置かれているサーバーをイン
ターネットに公開することができます。インターネットを起源とするセッションやデータフ
ローは、IP アドレスとポートを特定したものだけとなるため、サーバーは強固なセキュリ
ティのもとにおかれます。スタティック ENAT は、ダイナミック ENAT のエントリーに追
加する形で使用します（単独では使用できません）。

・プライベートアドレス
「IP アドレス」をひとつ入力し、プロトコルとポートを指定してください。

・グローバルアドレス
「IP アドレス」をひとつ入力し、ポートを指定してください。

・「追加」ボタン
このボタンをクリックすると、NAT のタイプ、プライベートアドレス、グローバルアドレスへの
入力が確定し、一覧にエントリーが追加されます。

・「編集」ボタン
一覧で「プライベート IPアドレス」を選択し「編集」ボタンをクリックすると、一覧の値が入力
欄に表示され変更できます。変更した値を確定する場合は「追加」ボタンをクリックしてくださ
い。

・一覧で「プライベート IPアドレス」を選択し「削除」ボタンをクリックすると、選択したエント
リーを削除できます。

・「OK」ボタンをクリックすると、一覧の内容が確定し、「アドレス・ポート変換の詳細設定」ダイ
アログが閉じます。

・「キャンセル」ボタンをクリックすると、一覧に対するエントリーの「追加」「編集」「削除」に
よる変更を行わずに、「アドレス・ポート変換の詳細設定」ダイアログが閉じます。
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5.3 「接続先1」ページ

WAN回線など、リモートに関連する設定です。
remote1item.tif

図5.3.1：「接続先1」ページ

⑦接続形態

ISDN によるダイヤルアップ接続の形態を次の 2つの中から選択してください。「①接続形態」で
「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択している場合に、設定可能となります。

・ LAN型
・ 端末型

⑧ ISDN の設定

「①接続形態」で「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択している場合に、設定可能となります。

・ 接続先 ISDN番号
接続相手の ISDNの電話番号を入力してください。数字とハイフン「-」が入力可能です（他
の文字やスペースは入力しないでください）。

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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・ ISDN 予備番号
「接続先 ISDN 番号」が話中のとき、電話をかける番号を入力してください。数字とハイフ
ン「-」が入力可能です（他の文字やスペースは入力しないでください）。この項目は、「⑦
接続形態」で「端末型」を選択したときに設定が可能です。

・ コールバック
かかってきた電話をいったん切断し、上記の「接続先 ISDN番号」にコールバックを行いま
す（ISDNレベル）。

・ タイマ
かかってきた電話を切断してから、コールバックを開始するまでの待ち時間を 0.1 秒単位で
設定します。例えば、「41」を入力すると 4.1 秒後にコールバックします。「コールバック」
をチェック「 ✓」したときに設定が可能です。

⑨PPPの設定

PPP における認証、ダイヤルオンデマンド、LQR パケットについて設定します。

・ ユーザ名、パスワード
相手に接続したとき、接続相手がこちらを認証するために使用するユーザ名、パスワードを
入力してください。両方とも、1～ 32文字の半角アルファベットと数字、「?」と「"」以外
の記号が使用可能です。大文字、小文字を区別します。

・ 圧縮方法
次の 3つの中から選択してください。

・使用しない（デフォルト）
・ STACLZS
・ Predictor

・ 接続先の認証

・接続相手を認証
相手に接続したとき、相手によってこちらが認証されるだけではなく、こちら側も相
手を認証するとき、チェック「 ✓」してください。

・ユーザ名
接続相手のユーザ名を入力します。1 ～ 32 文字の半角アルファベットと数字、「?」
「"」、スペース以外の記号が使用可能です。大文字、小文字を区別します。
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・パスワード
接続相手のユーザ名に対するパスワードを入力します。1 ～ 32 文字の半角アルファ
ベットと数字、「?」「"」以外の記号が使用可能です。大文字、小文字を区別します。

・認証方法
「CHAP」「PAP」「CHAP → PAPの順に試行する」の中から選択してください。

・ アイドルタイマ（秒）
ダイヤルオンデマンドのアイドルタイマを設定します。ダイヤルオンデマンドは、相手との
接続要求が発生したとき自動的に接続し、通信トラフィックが一定時間ない場合は自動的に
切断する機能です。通信トラフィックなしの状態が、アイドルタイマの秒数ほど経過した
ら、自動的に接続を切断します。デフォルトは「60」秒です。「OFF」を設定すると、ダイ
ヤルオンデマンドは行われなくなります（自動的に接続しません）。

・ LQR パケットを送信しない
LQR（Link Quality Report）パケットを送信しない場合、この項目をチェック「 ✓」してく

ださい。LQR パケットはPPPのリンク上で失われるパケット数を測定する情報として使用
されるもので、このチェックを外すと LQR パケットが 60秒間隔で送信されます。

⑩PPPインターフェース

PPP インターフェースに与える IPアドレス、経路制御に関する設定を行います。

・ アンナンバード I/F を使用、動的アドレス割り当てを使用
「⑦接続形態」で「LAN型」を選択した場合、この項目は「アンナンバード I/F を使用」と
なります。「⑦接続形態」で「端末型」を選択した場合、この項目は「動的アドレス割り当
てを使用」となります。「アンナンバード I/F を使用」または「動的アドレス割り当てを使
用」をご使用になる場合、この項目をチェック「 ✓」してください。

・ IPアドレス、ネットマスク
「アンナンバード I/F を使用」または「動的アドレス割り当てを使用」をチェック「 ✓」しな

かった場合、PPPインターフェースの IP アドレス、ネットマスクを入力してください。

・ TCP ヘッダ圧縮（VJC）を使用
この機能をご使用になる場合、この項目をチェック「 ✓」してください。

・ 経路制御

・このPPP I/F にデフォルトルートを設定
この項目をチェック「 ✓」すると、本製品の LAN に属さないパケットや、LAN 側でス

タティックルートが設定されていないパケットは、PPP インターフェースに転送され
ます。この項目は、接続先がインターネットサービスプロバイダである場合チェック
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します。この項目をチェック「 ✓」した場合、次の「スタティックにルートを設定」は

チェックできません。

・ RIPを使用
接続相手のルーターとRIP によって経路情報をやりとりする場合は、「RIPを使用」を
チェック「 ✓」してください。

・スタティックにルートを設定
この項目で指定したパケットだけをPPP インターフェースに転送します。

・ IPアドレス、ネットマスク
接続相手のルーターのLAN側のネットワークアドレスとネットマスクを入力して
ください。

・ネクストホップ
接続相手のルーターのPPPインターフェースのIPアドレスを入力してください。

⑪マルチリンク

「ダイヤルアップ接続（ISDN）」において、2本のB チャネルを 1本に束ねて、見かけ上 128Kbps
の通信速度を得る機能です。次の 3つから選択してください。

・ 使用しない
常に 1本（64Kbps）の Bチャネルを使用します。

・ バンドワイズオンデマンド（BOD）
通信トラフィックが少ないうちは 1 本のB チャネルを使用し、増加すると自動的に 2 本の
B チャネルを使用します。これを選択すると「BOD の詳細設定」ボタンがクリック可能に
なります。

・バンドワイズオンデマンドの詳細設定
「BOD の詳細設定」ボタンをクリックすると、「バンドワイズオンデマンド（BOD）の
詳細設定」ダイアログが現れます。追加接続条件でBチャネル 1本から 2本に移行す
る条件を設定します。接続条件で 2本から 1本に戻る条件を設定します。

・ 常時 2B 使用
常に 2本のB チャネルを使用します。
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5.4 接続先の追加

「①接続形態」で「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択している場合は、「接続先」→「追加」によっ
て接続先の追加を行うことができます。これによって、ISDNによる 3拠点間の接続が可能です。

addremote.tif、remote2item.tif

図5.4.1：接続先の追加
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6 ISP との接続の設定例

インターネットサービスプロバイダ（ISP）が提供しているサービスは、おおむね次の 3つに分類する
ことができます。この章では、それぞれのサービスの特徴を示しつつ、Easy Configure による設定例
を示します。

・端末型ダイヤルアップ接続サービス
・ LAN 型ダイヤルアップ接続サービス
・専用線接続サービス

6.1 端末型ダイヤルアップ接続サービス

インターネットサービスプロバイダ（ISP）からは、単に「ダイヤルアップ接続サービス」とか、「個
人向けダイヤルアップ型 IP接続サービス」などの名称で提供されています。NTT の OCN ダイヤルア
クセス、日本テレコムのODN ダイヤルアップはこれに含まれます。このサービスには次のような特徴
があります。

・回線には ISDNを使用。つなぎたいときに電話をかけて接続する。
・ ISP からは具体的な IP アドレスを指示されない（IPネゴシエーションを使用する）。
・契約上は端末（コンピュータ）を 1台だけ使用する。
端末型ダイヤルアップ

図6.1.1：本来の端末型ダイヤルアップ接続サービスの接続形態

本来、「端末型ダイヤルアップ接続サービス」はTAなどを使用し、1台の端末（コンピュータ）をイ
ンターネットに接続するサービスです（図 6.1.1）。しかしながら、本製品のアドレス・ポート変換機
能（ENAT）を使用することにより、図 6.1.2 のように LAN の環境でインターネットを利用できるよ
うになります。

端末型設定例

TA

ISDN

ISP 
（インターネット） 

PCのアドレス 
（このアドレスは、最近では 
固有のアドレスとして与えられない。 
IPネゴシエーションにより、 
接続するたびに、IPアドレスが 
与えられる。） 
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図6.1.2：本製品を使用した場合の接続形態（端末型）

ISP から与えられる情報

ISP との契約が済むと、次の情報が与えられます。ここでは具体例として、次のものを仮定します。

・ PPP 接続におけるユーザ名：akinas
・ PPP 接続におけるパスワード：himitsu!!
・アクセスポイントの電話番号：0312345678
・アクセスポイントの予備の電話番号（存在する場合のみ）：0312345679

・ DNSサーバーの IP アドレス：172.16.200.2001

・マルチリンクをサポートしているか否か？（「MP（RFC1990）」「128Kbps」などと表記されて
いることがあります）

1. 説明の都合上、DNSサーバーの IP アドレスとしてプライベートアドレスを使用します。実際
には、ISP によって正しいアドレス（グローバルアドレス）が通知されます。

ISP 
（インターネット） 
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（192.168.10.255）は、ブロードキャ 
ストアドレスとして使用されます 
（このアドレスをPCなどに割り当てる 
ことはできません）。 

PCのアドレスは、残りのIPアドレス 
（192.168.10.2/255.255.255.0～ 
192.168.10.254/255.255.255.0）から 
使用します。ここでは、192.168.10.16 
から32個のアドレスをDHCPサーバー 
によってPCに与えるように設定しま 
した。 

IPアドレスをISPからもらわないので、 
プライベートアドレスを付けた。 
（192.168.10.0/24） 
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あらかじめ決めておくこと

Easy Configure を使用して設定する前に、次の項目を決めておきます。ここでは具体例として、次の
ものを仮定します。図 6.1.2 と併せてご覧ください。また、ここでは ISP と接続するための基本的設
定のみにとどめ、Syslog サーバー、アナログポートの設定は行いません。

・ ISP からグローバルアドレスは与えられないので、ダイナミック ENAT を使用し、プライベート
アドレスで LAN を構築する。

・ LAN のネットワークアドレスとネットマスク：192.168.10.0/255.255.255.0
・ Ethernet インターフェースの IP アドレス：192.168.10.1
・ DHCP サーバー機能を使用し、「192.168.10.16」を先頭にして「32」個の IP アドレスをDHCP
クライアントに提供する。

共通設定
tanmacomm.tif

図6.1.3：共通設定（端末型）

①接続形態
「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択します。

②Ethernetインターフェース
IP アドレス「192.168.10.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。

①

②

③
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③DHCP サーバー1

本製品を LANに接続されているMacintosh、Windows 95/98などのコンピュータのDHCPサー
バーとして設定します。ここでは、「192.168.10.16～ 47」までの 32個の IP アドレスを共有す
ると仮定します。DHCP サーバーが提供する IP アドレス以外の情報として、ネットマスク
「255.255.255.0」、デフォルトルート「192.168.10.1」を設定します。この 2 つには、前述の
「② Ethernet インターフェース」の値が自動的に入力されています。DNSサーバ欄に ISP から与
えられたDNSサーバーの IP アドレス「172.16.200.200」を入力します。
tanmaremo.tif

図6.1.4：接続先1（端末型）

④接続形態
「端末型」を選択します。

⑤接続先の電話番号、ISDN 予備番号
ISP のアクセスポイントの電話番号「0312345678」、アクセスポイントの電話番号が話中だっ
たときの代わりの電話番号「012345679」を入力します。

1. Windows 98/95 では、「コントロールパネル」→「ネットワーク」アイコン→「ネットワー
クの設定」タブと進み、「現在のネットワーク構成」の「TCP/IP」をダブルクリックして、「IP
アドレス」タブで「IPアドレスを自動的に取得」ラジオボタンを選択しておきます。
Macintosh では、「コントロールパネル」→「TCP/IP」と進み、「設定方法」で「DHCP サー
バを参照」を選択しておきます。

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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⑥PPPの認証
ユーザ名「akinas」、パスワード「himitsu!!」を入力します。

⑦アイドルタイマ
ダイヤルオンデマンドのアイドルタイマを設定します。ダイヤルオンデマンドは、相手との接続
要求が発生したとき自動的に接続し、通信トラフィックが一定時間ない場合は自動的に切断する
機能です。通信トラフィックなしの状態が、アイドルタイマの秒数ほど経過したら、自動的に接
続を切断します。通常は、デフォルト値「60」秒でご使用ください。

⑧動的アドレス割当を使用
「動的アドレス割り当てを使用」をチェックしてください（IP ネゴシエーションにより自動的に
設定）。

⑨経路制御
「経路制御」で「このPPPインターフェースにデフォルトルートを設定」をチェックしてください。

⑩マルチリンク
ISP がマルチリンクをサポートしている場合、「バンドワイズオンデマンド（BOD）」または「常
時 2B 使用」が選択可能です（運用状態にもよりますが、常に多大な通信トラフィックがあるわ
けではないので、通常は経済的な「バンドワイズオンデマンド」を選択します）。マルチリンク

をサポートしていない場合、「使用しない」を選択します。1

ダイナミックENAT の設定

図 6.1.3 または図 6.1.4 で「設定を作成」ボタンをクリックすると、次のダイアログが現れますので、
「はい」ボタンをクリックしてください。これにより、「アドレス・ポート設定機能（ENAT）」が設定
されます（端末型の接続では、ISP から与えられる IPアドレスはひとつであり、「ダイナミック ENAT」
のみの選択が可能です）。以後、「4.4 送信方法の指定」（p.13）に進んでください。

tanmaenat.tif

図6.1.5：端末型ダイヤルアップのダイナミックENATの設定

1. OCN ダイヤルアクセス、ODNダイヤルアップではマルチリンクをサポートしていないため、
「使用しない」を選択してください（マルチリンクをサポートしていない ISP への接続で、「バ
ンドワイズオンデマンド（BOD）」または「常時 2B 使用」を選択すると、接続できないこと
があります）。
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作成された設定

図 6.1.3 または図 6.1.4 で「設定を作成」ボタンをクリックすると、次のような「設定」が表示されます。

図6.1.6：端末型ダイヤルアップ接続で作成された設定 

enable ip
add isdn call=remote0 prec=out number=0312345678 searchcli=on 

altnumber=0312345679
create ppp=0 over=isdn-remote0 idle=60 iprequest=ON LQR=OFF
add ppp=0 over=isdn-remote0 type=demand
set ppp=0 user="akinas" password="himitsu!!"
add ip int=eth0 ip=192.168.10.1 mask=255.255.255.0
enable ip remote
add ip int=ppp0 ip=0.0.0.0
add ip route=0.0.0.0 mask=0.0.0.0 int=ppp0 nexthop=0.0.0.0
enable ip nat
add ip nat ip=192.168.10.0 mask=255.255.255.0 gblint=ppp0
enable dhcp
create dhcp policy=base lease=3600
add dhcp policy=base subnet=255.255.255.0
add dhcp policy=base router=192.168.10.1
add dhcp policy=base dnsserver=172.16.200.200
create dhcp range=office policy=base IP=192.168.10.16 number=32
ISP との接続の設定例 37
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6.2 LAN型ダイヤルアップ接続サービス

インターネットサービスプロバイダ（ISP）からは、「ネットワーク型ダイヤルアップ（IP）サービス」
などの名称で提供されています。このサービスには次のような特徴があります。

・回線には ISDNを使用。LAN側からのインターネットアクセスにより、ルーターが自動的に電話
をかけて接続。

・ LAN 環境として契約している。
・ ISP から、いくつかの（8個、16 個など）グローバルアドレスを与えられる。
LAN 型ダイヤルアップ設定例

図6.2.1：LAN型ダイヤルアップの構成例 

WWWサーバー：192.168.10.2 
　メールサーバー：192.168.10.3 
　　管理者用：192.168.10.4

PCのアドレスは、残りのIPアドレス 
（192.168.10.2 ～ 192.168.10.254） 
から使用します。 
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ISP から与えられる情報

ISP との契約が済むと、次の情報が与えられます。ここでは具体例として、次のものを仮定します。

・ PPP 接続におけるユーザ名：akinas
・ PPP 接続におけるパスワード：himitsu!!
・アクセスポイントの電話番号：0312345678

・ CIDR ブロック：172.16.67.128/291

・ DNSサーバーの IP アドレス：172.16.200.2002

・マルチリンクをサポートしているか否か？（「MP（RFC1990）」「128Kbps」などと表記されて
いることがあります）

あらかじめ決めておくこと

Easy Configure を使用して設定する前に、次の項目を決めておきます。ここでは具体例として、次の
ものを仮定します。図 6.2.1 と併せてご覧ください。また、ここでは ISP と接続するための基本的設
定のみにとどめ、Syslog サーバー、アナログポートの設定は行いません。

・アドレス・ポート変換機能を使用し、プライベートアドレスで LANを構築する。
・ LAN のネットワークアドレスとネットマスク：192.168.10.0/255.255.255.0
・ Ethernet インターフェースの IP アドレス：192.168.10.1
・ DHCP サーバー機能を使用し、「192.168.10.16」を先頭にして「32」個の IP アドレスをDHCP
クライアントに提供する。

・WWWサーバーの IPアドレス：192.168.10.2
・メールサーバーの IP アドレス：192.168.10.3

・管理者が使用するコンピュータの IPアドレス：192.168.10.43

・未使用のグローバルアドレス：172.16.67.133、172.16.67.134

1. Classless Inter Domain Routing。説明の都合上、CIDR ブロックとしてプライベートアドレ
スを使用します。実際には、ISP によってインターネットに送信してもよい IP アドレス（グ
ローバルアドレス）の範囲が与えられます。また、「172.16.67.128/29」は「172.16.67.128/
255.255.255.248」のように表記されることがありますが同じ意味です。

2. 説明の都合上、DNSサーバーの IP アドレスとしてプライベートアドレスを使用します。実際
には、ISP によって正しいアドレス（グローバルアドレス）が通知されます。

3. システム管理者がシステムを管理するために、または管理者自身の運用のためなどの目的で設
定します。
ISP との接続の設定例 39
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共通設定
tanmacomm.tif（端末型と同じ）

図6.2.2：共通設定（LAN型）

①接続形態
「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択します。

②Ethernetインターフェース
IP アドレス「192.168.10.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。

③アドレス・ポート変換機能（ENAT）
「アドレス・ポート変換機能」の「詳細設定」ボタンをクリックすると、「アドレス・ポート変換
の詳細設定」ダイアログが現れます。設定内容は「6.3 専用線接続サービス」（p.43）の場合と同
じです。「 アドレス・ポート変換機能」（p.47）の手順 1～手順 6を実行してください。

④DHCP サーバー
本製品を LANに接続されているMacintosh、Windows 95/98などのコンピュータのDHCPサー

バーとして設定します1。ここでは、「192.168.10.16～ 47」までの 32個の IP アドレスを共有
すると仮定します。DHCP サーバーが提供する IP アドレス以外の情報として、ネットマスク
「255.255.255.0」、デフォルトルート「192.168.10.1」を設定します。この 2 つには、前述の
「② Ethernet インターフェース」の値が自動的に入力されています。DNSサーバ欄に ISP から与
えられたDNSサーバーの IP アドレス「172.16.200.200」を入力します。
isplanremo.tif

①

②

④

③

Easy Configure



図6.2.3：接続先1（LAN型）

⑤接続形態
「LAN 型」を選択します。

⑥接続先の電話番号
ISP のアクセスポイントの電話番号「0312345678」を入力します。

⑦PPPの認証
ユーザ名「akinas」、パスワード「himitsu!!」を入力します。

⑧アイドルタイマ
ダイヤルオンデマンドのアイドルタイマを設定します。ダイヤルオンデマンドは、相手との接続
要求が発生したとき自動的に接続し、通信トラフィックが一定時間ない場合は自動的に切断する
機能です。通信トラフィックなしの状態が、アイドルタイマの秒数ほど経過したら、自動的に接
続を切断します。通常は、デフォルト値「60」秒でご使用ください。

1. Windows 98/95 では、「コントロールパネル」→「ネットワーク」アイコン→「ネットワー
クの設定」タブと進み、「現在のネットワーク構成」の「TCP/IP」をダブルクリックして、「IP
アドレス」タブで「IPアドレスを自動的に取得」ラジオボタンを選択しておきます。
Macintosh では、「コントロールパネル」→「TCP/IP」と進み、「設定方法」で「DHCP サー
バを参照」を選択しておきます。

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪
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⑨アンナンバード I/F を使用
「アンナンバード I/F を使用」をチェックしてください。

⑩経路制御
「経路制御」で「このPPPインターフェースにデフォルトルートを設定」をチェックしてください。

⑪マルチリンク
ISP がマルチリンクをサポートしている場合、「バンドワイズオンデマンド（BOD）」または「常
時 2B 使用」が選択可能です（運用状態にもよりますが、常に多大な通信トラフィックがあるわ
けではないので、通常は経済的な「バンドワイズオンデマンド」を選択します）。マルチリンク
をサポートしていない場合、「使用しない」を選択します（マルチリンクをサポートしていない
ISP への接続で、「バンドワイズオンデマンド（BOD）」または「常時 2B 使用」を選択すると、
接続できないことがあります）。

作成された設定

図 6.2.2 または図 6.2.3 で「設定を作成」ボタンをクリックすると、次のような「設定」が表示されます。

図6.2.4：LAN型ダイヤルアップ接続で作成された設定 

enable ip
add isdn call=remote0 prec=out number=0312345678 searchcli=on
create ppp=0 over=isdn-remote0 idle=60 LQR=OFF
add ppp=0 over=isdn-remote0 type=demand
set ppp=0 uprate=80 uptime=30 downrate=20 downtime=60
set ppp=0 user="akinas" password="himitsu!!"
add ip int=eth0 ip=192.168.10.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=0.0.0.0
add ip route=0.0.0.0 mask=0.0.0.0 int=ppp0 nexthop=0.0.0.0
enable ip nat
add ip nat ip=192.168.10.16 mask=255.255.255.224 gblip=172.16.67.129
add ip nat ip=192.168.10.2 gblip=172.16.67.130
add ip nat ip=192.168.10.3 gblip=172.16.67.131
add ip nat ip=192.168.10.4 gblip=172.16.67.132
enable dhcp
create dhcp policy=base lease=3600
add dhcp policy=base subnet=255.255.255.0
add dhcp policy=base router=192.168.10.1
add dhcp policy=base dnsserver=172.16.200.200
create dhcp range=office policy=base IP=192.168.10.16 number=32
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6.3 専用線接続サービス

このサービスには次のような特徴があります。

・回線には専用線（128Kbps または 64Kbps）を使用し常時接続。
・ ISP から、いくつかの（8個、16 個など）グローバルアドレスを与えられる。
専用線設定例

図6.3.1：専用線接続の構成例 

専用線 WWWサーバー：192.168.10.2 
　メールサーバー：192.168.10.3 
　　管理者用：192.168.10.4

PCのアドレスは、残りのIPアドレス 
（192.168.10.2 ～ 192.168.10.254） 
から使用します。 
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PCのアドレス 
（DHCPクライアント） 

ISP 
（インターネット） 

WAN側のアドレス（PPPインタフェース）： 
ISPからは教えられていない 
（Unnumbered IPを使用） 

ネットワークアドレスの中の一番大き 
い数（192.168.10.255）がブロードキ 
ャストアドレスとして使用されます 
（この番号をPCなどに割り当てること 
はできません）。 
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ISP から与えられる情報

ISP との契約が済むと、次の情報が与えられます。ここでは具体例として、次のものを仮定します。

・ PPP 接続におけるユーザ名：akinas
・ PPP 接続におけるパスワード：himitsu!!

・ CIDR ブロック：172.16.67.128/291

・ DNSサーバーの IP アドレス：172.16.200.2002

あらかじめ決めておくこと

Easy Configure を使用して設定する前に、次の項目を決めておきます。ここでは具体例として、次の
ものを仮定します。図 6.3.1 と併せてご覧ください。また、ここでは ISP と接続するための基本的設
定のみにとどめ、Syslog サーバー、アナログポートの設定は行いません。

・アドレス・ポート変換機能を使用し、プライベートアドレスで LANを構築する。
・ LAN のネットワークアドレスとネットマスク：192.168.10.0/255.255.255.0
・ Ethernet インターフェースの IP アドレス：192.168.10.1
・ DHCP サーバー機能を使用し、「192.168.10.16」を先頭にして「32」個の IP アドレスをDHCP
クライアントに提供する。

・WWWサーバーの IPアドレス：192.168.10.2
・メールサーバーの IP アドレス：192.168.10.3

・管理者が使用するコンピュータの IPアドレス：192.168.10.43

・未使用のグローバルアドレス：172.16.67.133、172.16.67.134

1. Classless Inter Domain Routing。説明の都合上、CIDR ブロックとしてプライベートアドレ
スを使用します。実際には、ISP によってインターネットに送信してもよい IP アドレス（グ
ローバルアドレス）の範囲が与えられます。また、「172.16.67.128/29」は「172.16.67.128/
255.255.255.248」のように表記されることがありますが同じ意味です。

2. 説明の都合上、DNSサーバーの IP アドレスとしてプライベートアドレスを使用します。実際
には、ISP によって正しいアドレス（グローバルアドレス）が通知されます。

3. システム管理者がシステムを管理するために、または管理者自身の運用のためなどの目的で設
定します。
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共通設定
ispleacomm.tif

図6.3.2：共通設定（専用線接続）

①接続形態

「64Kbps 専用線接続」または「128Kbps 専用線接続」を選択します1。お客様がご契約の回線
速度を選択してください。ここでは、「128Kbps専用線接続」を選択すると仮定します。

②Ethernetインターフェース
IP アドレス「192.168.10.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。

③アドレス・ポート変換機能（ENAT）
詳細は、後述の「 アドレス・ポート変換機能」（p.47）をご覧ください。

④DHCP サーバー
本製品を LANに接続されているMacintosh、Windows 95/98などのコンピュータのDHCPサー

バーとして設定します2。ここでは、「192.168.10.16～ 47」までの 32個の IP アドレスを共有
すると仮定します。DHCP サーバーが提供する IP アドレス以外の情報として、ネットマスク
「255.255.255.0」、デフォルトルート「192.168.10.1」を設定します。この 2 つには、前述の

1. OCN エコノミー、ODN エコノミーにご契約の場合、「128Kbps 専用線接続」を選択してくだ
さい。

①

②

④

③
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「② Ethernet インターフェース」の値が自動的に入力されています。DNSサーバ欄に ISP から与
えられたDNSサーバーの IP アドレス「172.16.200.200」を入力します。
isplearemo.tif

図6.3.3：接続先1（専用線接続）

⑤PPPの認証
ユーザ名「akinas」、パスワード「himitsu!!」を入力します。

⑥アンナンバード I/F を使用
「アンナンバード I/F を使用」をチェックしてください。

⑦経路制御
「経路制御」で「このPPPインターフェースにデフォルトルートを設定」をチェックしてください。

2. Windows 98/95 では、「コントロールパネル」→「ネットワーク」アイコン→「ネットワー
クの設定」タブと進み、「現在のネットワーク構成」の「TCP/IP」をダブルクリックして、「IP
アドレス」タブで「IPアドレスを自動的に取得」ラジオボタンを選択しておきます。
Macintosh では、「コントロールパネル」→「TCP/IP」と進み、「設定方法」で「DHCP サー
バを参照」を選択しておきます。

⑤

⑥

⑦
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アドレス・ポート変換機能

図 6.2.2 または図 6.3.2 で「アドレス・ポート変換機能」の「詳細設定」ボタンをクリックすると、「ア
ドレス・ポート変換の詳細設定」ダイアログが現れます。ISP から取得したグローバルアドレス
「172.16.67.128/255.255.255.248」に対して、次のようにアドレス・ポート変換機能を設定します。

isplannat.tif

図6.3.4：専用線接続、LAN型ダイヤルアップ接続におけるENATの設定例

1. 「ダイナミック ENAT」（DE）を選択し、「プライベートアドレス」で IPアドレス「192.168.10.16」、
ネットマスク「255.255.255.224」、「グローバルアドレス」で IP アドレス「192.16.67.129」を
入力し、「追加」ボタンをクリックします。これら（192.168.10.16 ～ 192.168.10.47）の 32
個の IP アドレスは、「 ④DHCP サーバー」（p.40）の設定によりDHCP クライアントに与えら
れます。

2. プライベートネットワークに置かれている WWWサーバーに対して、インターネットからのアク
セスが可能となるように設定します。「スタティックNAT」（SN）を選択し、「プライベートアド
レス」で IP アドレス「192.168.10.2」、「グローバルアドレス」で IP アドレス「192.16.67.130」
を入力し、「追加」ボタンをクリックします。

3. プライベートネットワークに置かれているメールサーバーに対して、インターネットからのアク
セスが可能となるように設定します。「スタティックNAT」（SN）を選択し、「プライベートアド
レス」で IP アドレス「192.168.10.3」、「グローバルアドレス」で IP アドレス「192.16.67.131」
を入力し、「追加」ボタンをクリックします。

4. ポート番号がダイナミックに変換されないプライベートアドレスのエントリーを、予備として作
成します。「スタティック NAT」（SN）を選択し、「プライベートアドレス」で IP アドレス
「192.168.10.4」、「グローバルアドレス」で IP アドレス「192.16.67.132」を入力し、「追加」
ボタンをクリックします。
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5. 一覧の項目を編集する場合は、一覧から「プライベート IP アドレス」を選択し、「編集」ボタン
をクリックしてください。一覧の値が入力欄に表示されますので編集し、「追加」ボタンをクリッ
クします。一覧の項目を削除する場合は、一覧から「プライベート IP アドレス」を選択し、「削
除」ボタンをクリックしてください。

6. 必要な設定が終わったら、「OK」ボタンをクリックしてください。一覧の内容が確定し、「アドレ
ス・ポート変換の詳細設定」ダイアログが閉じます。「キャンセル」ボタンをクリックすると、
「追加」「削除」「編集」で施した内容を破棄して、ダイアログを閉じます。

作成された設定

図 6.2.2 または図 6.2.3 で「設定を作成」ボタンをクリックすると、次のような「設定」が表示されます。

図6.3.5：LAN型ダイヤルアップ接続で作成された設定 

enable ip
set bri=0 mode=tdm act=always tdmslots=1-2
create tdm group=remote int=bri0 slots=1-2
create ppp=0 over=tdm-remote LQR=OFF
set ppp=0 user="akinas" password="himitsu!!"
add ip int=eth0 ip=192.168.10.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=0.0.0.0
add ip route=0.0.0.0 mask=0.0.0.0 int=ppp0 nexthop=0.0.0.0
enable ip nat
add ip nat ip=192.168.10.16 mask=255.255.255.224 gblip=172.16.67.129
add ip nat ip=192.168.10.2 gblip=172.16.67.130
add ip nat ip=192.168.10.3 gblip=172.16.67.131
add ip nat ip=192.168.10.4 gblip=172.16.67.132
enable dhcp
create dhcp policy=base lease=3600
add dhcp policy=base subnet=255.255.255.0
add dhcp policy=base router=192.168.10.1
add dhcp policy=base dnsserver=172.16.200.200
create dhcp range=office policy=base IP=192.168.10.16 number=32
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7 2拠点間の接続例

図 7.0.1 のような基本的な構成例における、Easy Configure による設定例を示します（図 7.0.1 は、
別冊「取扱説明書」の「4.5 具体的な設定における操作例」に挙げられているものと同じです）。また、
以下における説明では、シリアルポート経由または LAN 側からの IP アクセスによって、両拠点のシ
ステム管理者がそれぞれのルーターを個別に設定すると仮定します。

config.example.eps

図7.0.1：2拠点間の接続（基本的な構成例）

7.1 ISDNによる接続
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  192.168.100.1

  LAN側のアドレス 
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共通設定
isdntokcomm.tif

図7.1.1：共通設定（ISDNによる2 拠点接続・TOKYO）
isdnoskcomm.tif

図7.1.2：共通設定（ISDNによる2 拠点接続・OSAKA）

①

②

④

③

①
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④

③
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①接続形態
TOKYO、OSAKA とも「ダイヤルアップ接続（ISDN）」を選択します。

②Ethernetインターフェース
TOKYO で IPアドレス「192.168.10.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。
OSAKA で IPアドレス「192.168.20.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。

③アドレス・ポート変換機能（ENAT）
TOKYO、OSAKA とも設定しません（インターネットへの接続はしていないと仮定）。

④DHCP サーバー
LAN に接続する機器は、個別に IPアドレスを設定すると仮定し、TOKYO、OSAKAとも設定し
ません（設定する場合は、「6 ISP との接続の設定例」（p.32）の例を参考にしてください）。
isdntokremo.tif

図7.1.3：接続先1（ISDN による2拠点接続・TOKYO）
isdnoskremo.tif
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図7.1.4：接続先1（ISDN による2拠点接続・OSAKA）

⑤接続形態
TOKYO、OSAKA とも「LAN型」を選択します。

⑥接続先の電話番号
TOKYO で接続相手OSAKA の電話番号「0612342222」を入力します。
OSAKA で接続相手TOKYO の電話番号「0312341111」を入力します。

⑦PPPの設定
TOKYO

TOKYOが発呼してOSAKA に接続するとき、OSAKA による TOKYO の認証に使用される
ユーザ名「tokyo-honsya」、パスワード「monja」を入力します。
「接続先の認証」で「接続先を認証」をチェック「 ✓」します。

OSAKAが発呼してTOKYOに接続するとき、TOKYOがOSAKA を認証するためのOSAKA
のユーザ名、パスワードを登録します。ここでは、それぞれ「osaka-sisya」「okonomi」を
仮定します。「認証方法」として「CHAP」を使用すると仮定します。

OSAKA
OSAKAが発呼してTOKYO に接続するとき、TOKYO によるOSAKA の認証に使用される
ユーザ名「osaka-shisya」、パスワード「okonomi」を入力します。
「接続先の認証」で「接続先を認証」をチェック「 ✓」します。

TOKYOが発呼してOSAKAに接続するとき、OSAKAがTOKYO を認証するためのTOKYO

⑤
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⑨

⑩

⑪

Easy Configure



のユーザ名、パスワードを登録します。ここでは、それぞれ「tokyo-honsya」「monja」を
仮定します。「認証方法」として「CHAP」を使用すると仮定します。

⑧アイドルタイマ
ダイヤルオンデマンドのアイドルタイマを設定します。ダイヤルオンデマンドは、相手との接続
要求が発生したとき自動的に接続し、通信トラフィックが一定時間ない場合は自動的に切断する
機能です。通信トラフィックなしの状態が、アイドルタイマの秒数ほど経過したら、自動的に接
続を切断します。TOKYO、OSAKA とも、デフォルト値「60」秒で使用すると仮定します。

⑨PPPインターフェース
TOKYO で IPアドレス「192.168.100.1」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。
OSAKA で IPアドレス「192.168.100.2」、ネットマスク「255.255.255.0」を入力します。
unnumbered IP を使用する場合は、TOKYO、OSAKA とも「アンナンバード I/F を使用」を
チェック「 ✓」してください。

⑩経路制御

スタティックに経路情報を設定すると仮定します1。TOKYO、OSAKA でそれぞれ次のように設
定します。

TOKYO
「スタティックにルートを設定」をチェック「 ✓」してください。

IP アドレスに「192.168.20.0」、ネットマスクに「255.255.255.0」、ネクストホップに
「192.168.100.2」を入力します。

OSAKA
「スタティックにルートを設定」をチェック「 ✓」してください。

IP アドレスに「192.168.10.0」、ネットマスクに「255.255.255.0」、ネクストホップに
「192.168.100.1」を入力します。

1. デフォルトルートを指定する場合は、「このPPP I/F にデフォルトルートを設定」をチェック
「 ✓」してください。デフォルトルートを指定すると、自分の LAN に所属しない宛先アドレス

を持つ全てのパケットが相手に転送されます。スタティックにルートを設定した場合、設定し
たネットワークアドレスを持つパケットだけが転送されます。例えば、ルーターTOKYO 側
は他のルーターによってインターネットに接続されているような場合、TOKYOからOSAKA
への経路設定ではスタティックにルートを設定し、OSAKA から TOKYO への経路設定ではデ
フォルトルートを指定します（インターネットへ向かう任意のパケットが存在するため）。
RIP（ダイナミックルーティング）を使用する場合は、TOKYO、OSAKAとも「RIPを使用」
をチェック「 ✓」します。ルーターTOKYO が他のルータによってインターネットに接続され

ているような場合、他のルーターからの経路情報を得るために、ルーターTOKYOの「Ethernet
インターフェース」の設定で「RIPを使用」もチェック「 ✓」します。
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⑪マルチリンク
TOKYO、OSAKAとも「バンドワイズオンデマンド（BOD）」を選択すると仮定します（運用状
態にもよりますが、常に多大な通信トラフィックがあるわけではないので、通常は経済的な「バ
ンドワイズオンデマンド」を選択します）。

作成された設定

図7.1.5：TOKYOの設定

図7.1.6：OSAKAの設定

7.2 専用線による接続

使用される回線が異なるだけであり、基本的な設定はほぼ同じです。「7.1 ISDN による接続」（p.49）
との相違点を示すだけにとどめます。 

enable ip
add user=osaka-sisya password=okonomi
add isdn call=remote0 prec=out number=0612342222 searchcli=on
create ppp=0 over=isdn-remote0 idle=60 LQR=OFF
add ppp=0 over=isdn-remote0 type=demand
set ppp=0 uprate=80 uptime=30 downrate=20 downtime=60
set ppp=0 user="tokyo-honsya" password="monja"
set ppp=0 over=isdn-remote0 authentication=CHAP
add ip int=eth0 ip=192.168.10.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=192.168.100.1 mask=255.255.255.0
add ip route=192.168.20.0 mask=255.255.255.0 int=ppp0 

nexthop=192.168.100.1

enable ip
add user=tokyo-honsya password=monja
add isdn call=remote0 prec=out number=0312341111 searchcli=on
create ppp=0 over=isdn-remote0 idle=60 LQR=OFF
add ppp=0 over=isdn-remote0 type=demand
set ppp=0 uprate=80 uptime=30 downrate=20 downtime=60
set ppp=0 user="osaka-sisya" password="okonomi"
set ppp=0 over=isdn-remote0 authentication=CHAP
add ip int=eth0 ip=192.168.20.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=192.168.100.2 mask=255.255.255.0
add ip route=192.168.10.0 mask=255.255.255.0 int=ppp0 

nexthop=192.168.100.2
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共通設定
leastokcomm.tif

図7.2.1：共通設定（専用線による2拠点接続・TOKYO）
leasoskcomm.tif

図7.2.2：共通設定（専用線による2拠点接続・OSAKA）
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「①接続形態」はTOKYO と OSAKA は「128Kbps 専用線接続」であると仮定します。「② Ethernet
インターフェース」「③アドレス・ポート変換機能（ENAT）」「④ DHCP サーバー」は「7.1 ISDN に
よる接続」（p.49）の例と同じです。

leastokremo.tif

図7.2.3：接続先1（専用線による2拠点接続・TOKYO）
leasoskremo.tif
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図7.2.4：接続先1（専用線による2拠点接続・OSAKA）

「⑦PPP の設定」「⑨PPPインターフェース」「⑩経路制御」は、TOKYO、OSAKA とも「7.1 ISDN
による接続」（p.49）と同様に設定します。

⑦

⑨

⑩
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作成された設定

図7.2.5：TOKYOの設定

図7.2.6：OSAKAの設定 

enable ip
set bri=0 mode=tdm act=always tdmslots=1-2
create tdm group=remote int=bri0 slots=1-2
create ppp=0 over=tdm-remote LQR=OFF
set ppp=0 user="tokyo-honsya" password="monja"
add user=osaka-sisya password=okonomi
set ppp=0 over=tdm-remote authentication=CHAP
add ip int=eth0 ip=192.168.10.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=192.168.100.1 mask=255.255.255.0
add ip route=192.168.20.0 mask=255.255.255.0 int=ppp0 

nexthop=192.168.100.2

enable ip
set bri=0 mode=tdm act=always tdmslots=1-2
create tdm group=remote int=bri0 slots=1-2
create ppp=0 over=tdm-remote LQR=OFF
set ppp=0 user="osaka-sisya" password="okonomi"
add user=tokyo-honsya password=monja
set ppp=0 over=tdm-remote authentication=CHAP
add ip int=eth0 ip=192.168.20.1 mask=255.255.255.0
add ip int=ppp0 ip=192.168.100.2 mask=255.255.255.0
add ip route=192.168.10.0 mask=255.255.255.0 int=ppp0 

nexthop=192.168.100.1
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8 ISDN 経由の設定

遠隔地に設置されている本製品を ISDN経由で設定することができます。ここでは、「7 2 拠点間の接
続例」（p.49）の「7.1 ISDN による接続」で示した例に対して、すべての設定を TOKYO 側から行う
場合の例を示します。また、遠隔地で本製品のスイッチ操作をする協力者が必要です（電話でやりと
りしながら作業を行います）。

ins.remote1.eps（取説とは若干異なる）

図8.0.1：遠隔操作のための設定

準備

1. Easy Configure を実行するコンピュータを TCP/IP による通信ができるように設定してくださ
い。ここでは、IP アドレスを 192.168.10.2 と仮定します。

2. ルーターOSAKA（遠隔地）の設置・配線を行った後、ルーターOSAKA の電源をオフにした状

態で、ディップスイッチ「2」を「オン（下）」にし、電源をオンにしてもらいます1。

1. ルーターOSAKAは、どのような ISDN呼でも着信を許し、PPP インターフェースに「192.168.
42.2」を設定し、こちらからの IP アクセスができるようになります（詳細は、別冊「取扱説
明書」の「12.3 ディップスイッチ」をご覧ください）。
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3. ルーターOSAKA に接続するための暫定的な設定を、ルーターTOKYO に施します。ルーター

TOKYO にコンソールターミナルでログインし、次のコマンド行を入力してください。1

4. 安全のために設定を保存しておきます。

5. ルーター TOKYO からOSAKA に pingを打ってみます。

Easy Configure を実行するコンピュータからルーターOSAKA に pingを打ってみます。

OSAKAの設定

6. ping に応答したらお使いのコンピュータで Easy Configure を起動し、ルーターOSAKA の設定
を行います。Easy Configure に対して、「7.1 ISDN による接続」（p.49）の「OSAKA」で説明
した項目を設定します（図 7.1.2、図7.1.4）。

7. Easy Configure の「オプション」→「送信方法」を選択してください（図 4.4.1）。「設定の送信」
ダイアログが現れますので、「IP ネットワーク経由」ラジオボタンをクリックし、「OK」ボタン
をクリックしてください（図 4.4.2）。

8. 「設定を作成」ボタンをクリックしてください（図 4.5.1）。「作成した設定」ダイアログが現れま
すので、「設定を送信」ボタンをクリックしてください（図 4.5.2）。

1. 別冊「取扱説明書」の「6.4 遠隔地の本製品をTelnet で設定する」に関連する情報があります。 

ADD ISDN CALL=expert NUMBER=0612342222 PREC=OUT
CREATE PPP=99 OVER=ISDN-expert IDLE=ON
ENABLE IP
ADD IP INT=PPP99 IP=192.168.42.1 MASK=255.255.255.0
ADD IP ROUTE=192.168.42.0 MASK=255.255.255.0 INT=PPP99 

NEXTHOP=192.168.42.1

Manager> 

 

CREATE CONFIG=REMOTE.cfg

Manager> ping 192.168.42.2

C:¥ >  ping 192.168.42.2
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9. 「AR300 の IP アドレス」ダイアログが現れます。IP アドレスで「192.168.42.2」を選択し、
「OK」ボタンをクリックしてください（図 4.5.3）。

10. 「AR300 へのログイン」ダイアログが現れます。ユーザー「manager」に対するパスワードを入
力し、「OK」をクリックしてください。デフォルトのパスワードは「friend」です（図 4.5.4）。

11. 手順 10 で入力したパスワードがデフォルトの場合、パスワードの変更を促すダイアログが現れ
ます。「新しいパスワード」と「確認」欄に同じ文字列を入力し、「OK」ボタンをクリックしてく
ださい。ふたつの欄の文字列が異なっている場合、「OK」ボタンをクリックすることができませ
ん（手順 4.5.5）。

12. 設定の経過を表示するダイアログが現れ、続いて「完了」ダイアログが現れます。「完了」ダイ
アログが現れた時点で、ルーターOSAKA は再起動されています（再起動により接続は切断され
ます）。「OK」ボタン、続いて「設定画面に戻る」ボタンをクリックして、各ダイアログを閉じて
ください（図 4.5.6）。

13. OSAKA の協力者にルーターOSAKAの電源をオフにした状態で、ディップスイッチ「2」を「オ
フ（上）」にし、電源をオンにしてもらいます（再起動には約 1分かかります）。

TOKYOの設定

14. ルーター TOKYOの設定を行います。Easy Configure に対して、「7.1 ISDNによる接続」（p.49）
の「TOKYO」で説明した項目を設定します（図 7.1.1、図 7.1.3）。

15. OSAKA と同様にして、前述の手順 7～手順 12を実行します。ただし、「AR300の IP アドレス」
ダイアログの IP アドレスで「192.168.10.1」を入力し、「OK」ボタンをクリックしてください
（図 4.5.3）。

通信試験

16. ping や実際の通信によって、通信試験を行います。問題がなければ運用を開始します。
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9 トラブルシューティング

「設定の送信に失敗しました」と表示される

症状：Easy Configure によって設定を施した本製品に対して、Easy Configure の「IP ネットワーク
経由」で再設定を行うと、次のダイアログが表示されます。

sendfail.tif

図9.0.1：設定の送信に失敗

原因：Easy Configure によって本製品に設定を施すと、本製品のフラッシュメモリーに設定ファイル
が保存されます。「IPネットワーク経由」で設定を送信する場合、Easy Configureは tftp によって設
定ファイルを本製品に転送しますが（LOAD コマンド）、転送しようとしている設定ファイルと同じ名
前のファイルがフラッシュメモリー上に存在する場合、設定ファイルを上書き保存できません。

対策 1：「シリアルポート経由」で設定を送信してください。「シリアルポート経由」では、設定コマ
ンドを 1行づつ送信し、最後に本製品上で設定ファイルを作成・保存するので上書き保存することが
できます。

対策2：別のファイル名を使い「IPネットワーク経由」で設定を送信してください。Easy Configure
で設定を作成したら、まず「設定を保存」ボタンをクリックし、ファイル名を指定してローカルに保
存します。引き続き、「設定を作成」ボタンをクリックすると指定したファイル名で設定ファイルが送
信されます。設定を作成し、直ちに「設定を作成」ボタンをクリックすると「rmconf.cfg」という設
定ファイルが送信されます（デフォルト）。

対策3：本製品に保存されている設定ファイルを削除した後、「IP ネットワーク経由」で設定を送信し
ます。次の手順を実行してください。

1. コンソールターミナルまたは Telnet によって、本製品にログインし次のコマンドを実行します
（下記では、設定ファイル名として「rmconf.cfg」を仮定しています）。

設定対象の本製品への IP アクセスが、削除した設定ファイルによって実現されている場合、設定
を削除した後で「RESTART ROUTER」コマンドなどによって本製品を再起動しないでくださ 

delete file=rmconf.cfg
logout

注 
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い。再起動すると本製品はご購入時の状態に戻ってしまい、特にWAN 回線経由の設定では復旧
に手間取ります。

2. Easy Configure を起動し、設定ファイルを「IPネットワーク経由」で設定を送信してください。
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ご注意

1. 本マニュアルは、アライドテレシス株式会社が作成したもので、全ての権利をアライドテレシス
株式会社が保有しています。本書の全部または一部を弊社の同意なしにコピーまたは転載するこ
とを固くお断りいたします。

2. アライドテレシス株式会社は、予告なく本マニュアルの一部または全体を修正、変更することが
ありますのでご了承ください。

3. アライドテレシス株式会社は、改良のため予告なく製品の仕様を変更することがありますのでご
了承ください。
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